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2
0
年
の
運
動
に
確
信

構
成
劇
「
未
来
に
つ
な
ぐ
」
上
演

　

令
国
心
臓
呵
の
了
供
を
守
る
勁
の

田
作
．
．
ト
ー
を
記
念
す
る
令
国
総
会

が
、
干
川
　
　
ト
四
口
、
屯
以
新
宿
の

‐
本
寿
年
館
で
開
㈲
さ
れ
、
約
二
百

．
五
十
人
の
公
貝
が
参
加
し
ま
し
た
．

　

午
的
中
の
全
体
会
で
は
、
こ
の
　
　
　

－k

心臓病の子
供を守る会

WW

Ｉ
川
の
活
励
怖
包
・
力
針
Ｉ
が
討
飛
人
き
な
如
手
で
採
択
さ
．
れ
主
し
跡

ｊ
れ
、
車
小
費
突
出
・
柚
祉
切
り
ト

　

ま
た
、
出
Ｉ
９
　
来
会
長
｛
．
務
め
て

け
の
政
府
の
姿
勢
に
対
し
て
、
．
〒
き
た
梅
崎
栄
恥
氏
に
か
わ
り
、
新
会

年
間
の
蓄
積
と
教
訓
を
生
か
し
ぶ
．
艮
に
小
林
登
、
副
会
長
に
越
川
和
枝

排
‐
政
は
一
歩
も
退
か
せ
な
い
”
と
・
晦
崎
園
子
T
i
t
務
局
長
に
薦
今
希

い
う
強
い
決
意
を
示
し
た
宣
．
・
び
文
が
．
ｊ
の
各
氏
が
、
新
し
い
役
に
と
し
て

550人が参加した総会で決意を述べる小林新会長（10月24日）

鵬
出
さ
れ
ま
し
尽

　

牛
鰹
か
ら
は
、
脚
本
・
構
成
・
出

演
と
も
に
会
目
に
よ
る
手
作
り
の
構

成
劇
、
木
来
に
つ
９
　
～
守
る
会
の

．
．
十
阻
－
」
が
ト
演
さ
れ
ま
し
た
．

詩
・
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
構
成
。
劇
巾

の
東
衣
女
Ｆ
医
大
‐
高
尾
篤
良
先
生

に
よ
る
講
演
心
臓
病
治
療
の
歴
史

と
展
甲
～
ま
た
介
成
医
直
な
ど
諸

制
度
を
実
現
さ
せ
て
き
た
会
の
運
動

の
歴
史
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
が

わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
成
人
に

な
っ
た
心
臓
病
肴
が
　
　
生
懸
命
に
生

き
て
い
る
姿
に
、
《
両
令
休
小
配
い

感
動
に
包
ま
れ
ま
し
べ

　

総
会
に
は
、
全
患
連
か
ら
小
林
孟

史
事
務
局
長
が
終
口
参
加
し
、
力
強

い
励
ま
し
の
挨
拶
を
送
り
ま
し
た
。
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患
者
の
生
活
と
処
遇
の
実
態
②
…
…
…
…
…
…
…
（
乙

老
人
保
健
法
二
月
に
実
施

　

ど
う
な
る
老
人
医
療
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｊ

運
動
の
交
流
広
場
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

　

川
崎
病
の
子
供
を
持
つ
親
の
会
・
職
業
病
全
国

　

交
流
集
会
・
全
患
協
・
日
本
推
進
協
・
医
療
団

　

体
連
絡
会
議

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

闘
病
の
交
流
広
場

　

皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
…
…
…
…
…
…
…
Ｚ
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準

　　　

－

　　　

－

゛゛゛･･||･･･､､:

治
療
に
際
し
て
思
者
に
使
っ
た
医
療
品
の
請
求
を
、
医
療
機
関
が

||･･｡｡

仄
療
保
険
に
対
し
て
行
う
と
き
の
価
格
を
あ
ら
か
じ
め
統
一
し
て
お
、
．
…

く
こ
と
製
楽
会
社
、
問
尽
な
ど
が
医
療
機
関
に
氏
薬
品
を
売
る
と
心

き
の
仙
段
は
、
剛
種
の
も
の
で
あ
っ
て
も
安
く
納
人
し
た
り
、
鳥
く

納
入
し
た
り
ま
ち
ま
ち
で
、
こ
の
実
際
の
市
場
流
涌
一
価
格
を
厚
生
省

は
調
査
し
、
中
医
協
に
諮
っ
て
統
一
し
た
価
格
を
決
め
て
い
る
。
こ

の
薬
価
と
医
９
機
関
へ
の
納
入
価
格
の
差
が
大
き
く
、
医
療
機
関
は

こ
の
差
益
で
儲
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
薬
づ
け
医
療
と
な
っ
て
い
る
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な
ど
の
批
判
が
強
く
、
薬
価
の
決
め
方
（
算
定
方
式
）
の
変
。
吏
や
薬
に

価
基
準
の
引
き
下
げ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
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1 9S2年１１月１日んか第８３号（第三種郵便物認印

患
者
ｉ
Ｉ
君
柵

俳
航
邁
の
実
蓼
ｔ
】

　

今
号
か
ら
具
体
的
な
綱
査
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。
今
回
は

ま
す
、
調
査
の
基
礎
に
な
る
③
性
別
④
学
歴
⑤
未
既
婚
等
の
配
偶
関

係
⑥
家
族
構
成
⑧
入
通
院
の
別
と
、
⑦
身
体
障
客
者
手
帳
の
有
無
⑩

手
帳
の
等
級
内
容
に
つ
い
て
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

⑤
の
性
別
と
⑤
の
配
偶
関
係
は

と
も
角
と
し
て
、
④
と
⑥
は
、
そ

れ
ぞ
れ
平
均
的
な
数
字
で
、
い
ず

れ
も
個
々
と
の
症
病
別
に
検
討
す

る
と
か
な
り
興
味
あ
る
側
面
が
引

き
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ト

ー
タ
ル
で
は
と
り
た
て
て
Ｊ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
掲
載
だ
け
に
と
ど
め
ま

す
。

　

手
帳
の
有
無
と
等
級

　

⑨
と
⑩
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

有
無
と
、
手
帳
の
等
級
に
つ
い
て

は
多
く
の
こ
と
を
考
疋
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　

第
一
に
、
手
帳
所
持
者
が
予
想

ど
お
り
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
く
に
等
級
別
に
み
る
と
馬
’
的

に
一
級
が
多
く
、
丁
二
級
を
合

わ
せ
る
と
約
八
〇
％
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
思
者
団
体
の
医
療

と
福
祉
の
充
実
を
求
め
る
声
の
正

当
性
、
後
退
に
反
対
す
る
運
動
の

正
当
性
な
ど
の
、
根
拠
を
示
す
数

字
と
し
て
注
目
さ
れ
て
ょ
い
で
し

ょ
う
。

　

第
二
に
は
、
手
帳
を
所
持
し
て

い
な
い
三
丁
五
％
の
人
の
こ
と

で
す
。
調
査
対
象
の
疾
患
が
ほ
と

ん
ど
難
治
性
疾
患
で
す
か
ら
、
所

持
し
て
い
な
い
理
由
が
気
に
な
り

ま
す
。
果
し
て
こ
の
人
た
ち
は
申

請
を
し
た
の
が
し
な
か
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
申
請
し
て
も
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
確
か
め
て
み

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
各
団
体
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検

討
・
調
査
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

（
文
Ｓ
・
お
さ
ひ
ろ
し
、
小
林
孟

史
＝
次
号
に
つ
づ
く
）

学歴性別

未就学 小学校 中学校 高校 聊 その他
NA･

不明
計

人数 ７ 90 352 534 266 18 Ｈ 1,278

％ ０．５ 7.0 27.5 41.8 20.8 １．４ ０．９

男 反 ＮＡ･不明 計

人数 853 406 19 1,278

％ 66.7 31.8 １．５

入通院の別未、既婚、配偶者の有無

入院中 通院中 ＮＡ･不明 計

人数 310 968 ０ 1,278

％ 24.3 75.7 ０

未婚 既婚 既婚離別 既婚死別 その性 NA･不明 計

人数 283 849 57 61 ５ 23 1,278

％ 22.1 66.4 4.5 ４．８ ０．４ １．８

家族構成

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 10人 14人 ＮＡ・不明 計

人数 114 286 281 269 148 80 45 17 １ １ １ 35 1,278

％ 8.9 22.4 22.0 21.0 11.6 ６．３ ３．５ １．３ ０．１ ０．１ ０．１ ２．７

身体障害者手帳の等級身体障害者手帳の有無

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
NA･
不明
計

人数 555 95 107 37 28 ６ ０ ０ 828

％ 67.0 11.5 12.9 ４．５ 3.4 0.7 ０ ０

有 無 ＮＡ･不明 計

人数 828 403 47 1,278

％ 64.8 31.5 ３．７
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医
療
保
険
・
公
費
医
療
制
度

改
悪
へ
の
地
な
ら
し

　

は
じ
め
に

　

老
人
保
健
法
は
、
去
る
八
月
十
日

に
衆
議
院
で
成
立
し
、
来
年
二
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

法
案
が
第
九
四
通
常
国
会
に
提
出
さ

れ
て
か
ら
一
年
三
ヵ
月
、
三
度
の
国

会
に
か
か
り
、
継
続
審
議
の
う
え
成

立
し
た
こ
と
を
み
て
も
、
ご
の
法
案

が
い
か
に
悪
法
で
あ
る
か
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
老
人
保
健
法
が
成
立
し
た
経
過

を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
よ
う
。

　

昭
和
四
十
八
年
、
政
府
は
、
革
新

都
政
が
四
十
四
年
か
ら
老
人
医
療
無

料
化
に
ふ
み
き
り
、
つ
づ
い
て
全
国

の
自
治
体
が
ど
ん
ど
ん
実
施
し
た
力

に
お
さ
れ
、
与
野
党
一
致
で
無
料
化

の
実
施
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
僅
か
二
年
後
の
五
十
年

頃
か
ら
、
大
蔵
省
が
「
病
院
は
サ
ロ

ン
化
」
な
ど
、
あ
た
か
も
お
年
寄
り

が
無
駄
な
医
療
を
う
け
て
い
る
か
の

よ
う
な
宜
伝
と
と
も
に
、
有
料
化
を

唱
え
だ
し
ま
し
た
。

　

中
央
社
保
協
は
じ
め
Ｅ
団
連
、
民

医
連
、
医
労
協
、
日
患
同
盟
な
ど
六

団
体
や
劣
組
を
中
心
と
し
た
反
対
運

動
は
、
こ
の
だ
く
ら
み
を
ゆ
る
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
臨
調
路
線
の
「
自
分

の
病
気
は
自
分
で
な
お
せ
」
の
考
え

に
そ
っ
た
有
料
化
法
案
が
、
五
十
六

年
五
月
の
第
九
四
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
九
五
国
会

で
は
一
度
の
審
議
も
な
く
継
続
審
議

と
な
り
、
九
五
臨
時
国
会
で
は
自
・

公
・
民
三
党
の
共
同
修
正
案
が
で
ま

し
た
。
内
容
は
①
外
来
の
一
部
負
担

毎
月
五
百
円
を
四
百
円
に
す
る
②
　
　

日
三
百
円
の
入
院
時
の
負
担
四
ヵ
月

を
二
ヵ
月
間
に
す
る
と
い
う
も
の
。

修
'
m
に
は
、
社
完
ハ
両
党
が
反
対

し
ま
し
た
が
十
一
月
十
三
日
、
衆
院

本
会
議
で
可
決
、
参
院
で
は
継
続
審

議
に
な
り
ま
し
た
。

　

九
六
通
常
国
会
で
は
、
残
念
な
が

ら
大
幅
な
会
期
延
長
も
あ
り
、
八
月

十
日
の
衆
院
本
会
議
で
社
・
共
は
反

対
し
ま
し
た
が
修
正
可
決
し
ま
し

た
。
修
正
の
内
容
は
の
政
管
・
組
合

等
の
被
用
者
保
険
の
本
人
で
七
十
歳

以
上
の
人
の
入
院
時
一
部
負
担
は
、

健
保
法
に
よ
る
負
担
額
と
お
な
じ
一

万
五
千
円
を
限
度
と
す
る
②
保
険
者

か
ら
の
拠
出
金
の
額
に
ハ
ド
メ
を
か

け
る
（
財
界
の
つ
よ
い
要
求
）
－
な

ど
で
す
。

　

老
人
保
健
法
の
内
容

　

老
人
保
健
法
は
、
老
人
保
健
審
議

会
や
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
な

ど
の
審
議
を
経
て
、
来
年
二
月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
要
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

①
対
象
者
は
七
十
歳
以
上
の
老
人

と
六
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
ね

た
き
り
老
人
。
健
保
、
共
済
、
日
雇
、

国
保
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
本
人
、

お
よ
び
家
族
も
七
十
歳
以
上
に
な
る

と
、
す
べ
て
こ
の
法
律
で
カ
バ
ー
さ

れ
る
。

　

②
こ
の
人
た
ち
に
は
市
町
村
か
ら

老
人
保
健
手
幔
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
の

か
わ
り
に
老
人
保
健
手
幔
を
も
っ
て

い
き
ま
す
。

　

③
外
来
は
、
毎
月
四
百
円
、
各
科

　

（
病
院
）
ご
と
に
と
ら
れ
ま
す
が
、

総
合
病
院
の
場
合
、
医
師
が
認
め
れ

ば
一
科
分
の
四
百
円
で
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

④
入
院
の
場
合
の
一
部
負
担
は
Ｉ

日
三
百
円
、
二
ヵ
月
間
。

　

⑤
四
十
歳
か
ら
健
康
診
査
、
機
能

訓
練
な
ど
保
健
事
業
を
実
施
す
る
。

　

⑥
医
療
給
付
に
か
か
る
費
用
は
国

が
二
〇
％
、
都
道
府
県
〇
・
五
％
、

市
町
村
〇
・
五
％
、
の
こ
り
七
〇
％

は
健
保
、
共
済
、
国
民
健
保
、
日
雇

健
保
な
ど
が
出
し
あ
う
（
拠
出
金
）
。

　

以
上
が
要
点
で
す
が
、
保
健
事
業

に
つ
い
て
は
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
労

働
者
は
除
外
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
健

康
診
査
の
対
象
者
か
ら
は
金
を
と

り
、
一
般
診
査
で
百
円
、
精
密
検
杏

だ
と
か
か
っ
た
費
用
の
三
分
の
一
が

本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
拠
出
金
算
出
の
基
礎
は
、

老
人
加
入
者
数
や
老
人
医
療
費
の
実

績
に
あ
わ
せ
て
按
分
印
狗
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
保
険
料
の
大
幅
値

上
げ
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

　

老
人
保
健
法
の
問
題
点

　

①
老
人
福
祉
法
や
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
老
人
の
耀
刹
、
国
や
自
治
体
の

責
任
、
義
務
が
大
き
く
後
退
し
た
こ

と
。
ま
さ
に
臨
調
基
本
答
申
の
榊
神

に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

②
有
料
化
に
よ
っ
て
老
人
の
受
診

率
が
い
ち
じ
る
し
く
お
さ
え
ら
れ
、

早
期
発
見
、
早
期
冶
療
の
予
防
的
医

療
が
遠
の
き
、
病
気
が
重
く
な
っ
て

か
ら
入
院
と
い
う
ヶ
Ｉ
ス
が
ふ
え
る

こ
と
に
な
る
。

　

⑤
老
人
医
療
の
有
料
化
が
、
す
べ

て
の
医
療
保
険
の
改
悪
、
す
べ
て
の

公
費
医
療
の
改
悪
に
つ
な
が
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
こ
と
。
す
で
に
「
軽

い
病
気
は
患
者
負
担
」
「
食
費
は
入

院
患
者
負
担
」
な
ど
の
政
悪
が
、
臨

調
路
線
に
そ
っ
て
厚
生
省
に
つ
く
ら

れ
た
「
医
療
費
適
正
化
推
進
本
部
」

で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

④
マ
ン
パ
ワ
ー
対
策
（
保
健
婦
の

増
員
な
ど
）
、
予
算
術
置
の
不
十
分

な
ま
ま
の
保
健
事
業
実
施
が
地
域
住

民
の
負
担
増
、
現
場
の
医
療
労
働
者

の
犠
牲
と
な
っ
て
は
ね
か
え
っ
て
く

る
こ
と
は
必
至
－
な
ど
で
す
。

　

運
勣
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
六
十

歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
医
料
無
料

化
制
度
を
守
り
ぬ
く
た
め
、
自
治
体

や
議
会
に
働
き
か
け
を
つ
よ
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

②
七
十
歳
以
上
の
医
療
に
つ
い
て

は
、
医
癩
の
一
部
負
担
金
を
自
治
体

で
負
担
さ
せ
る
よ
う
、
運
動
を
つ
よ

め
る
こ
と
。

　

③
保
健
事
業
の
健
康
診
査
の
一
部

負
担
金
を
徴
収
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

　

④
保
健
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め

保
健
婦
を
は
じ
め
関
係
職
員
の
増
員

を
は
か
る
こ
と
、
―
な
ど
で
す
。

　

老
人
医
療
を
守
る
運
動
は
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　

（
日
患
同
盟
・
小
林
）
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原
因
究
明
と
治
療
法
を
早
く

　

川
崎
病
の
子
供
を
持
つ
親
の
会
が
発
足

　

九
月
三
十
日
に
、
東
京
の
日
本
青

年
乙
脳
で
、
川
崎
病
の
子
供
を
持

つ
親
の
会
」
の
発
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
こ
の

病
気
の
大
発
生
や
、
日
本
心
臓
財
団

に
よ
る
。
原
因
究
明
の
た
め
の
千
円

募
金
”
の
呼
び
か
け
な
ど
を
背
景
と

し
て
、
親
の
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

動
き
が
急
速
に
高
ま
り
、
川
崎
病
に

よ
る
心
筋
硬
塞
に
よ
っ
て
子
ど
も
を

亡
く
し
た
浅
井
満
氏
な
ど
の
呼
び
か

け
で
、
こ
の
日
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

発
会
式
に
は
、
折
か
ら
の
台
風
接

近
に
よ
る
雨
の
中
、
大
阪
、
広
易
、

福
島
な
ど
遠
地
の
人
も
含
め
て
百
五

十
人
が
参
集
し
、
原
因
も
冶
療
法
も

不
明
と
い
う
こ
の
病
気
へ
の
親
た
ち

の
不
安
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。

の新役員発足した「川崎病の子どもを持つ親の会」

　

会
は
浅
井
氏
の
挨
拶
と
経
過
報
告

で
幕
を
明
け
、
申
し
合
わ
せ
、
活
動

方
針
（
①
原
囚
究
明
の
た
め
医
学
会

へ
の
協
力
と
要
請
②
行
政
機
関
へ
の

働
き
か
け
③
騎
演
会
の
開
催
④
会
報

発
行
⑤
地
域
連
絡
会
の
結
成
な
ど
七

項
目
）
、
会
費
（
年
額
三
千
五
百
円
）
、

役
目
な
ど
を
決
め
、
「
川
崎
病
の
棋

絶
の
た
め
に
闘
う
」
と
の
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
日
赤
医
療

セ
ン
タ
ー
の
酬
部
医
帥
か
ら
は
、
川

崎
病
の
原
因
や
冶
療
法
に
つ
い
て
の

最
近
の
情
報
や
、
研
究
体
制
、
親
の

会
へ
の
要
望
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
、
ま
た
国
立
公
衆
衛
生
院
疫
学
部

の
大
村
外
志
隆
氏
か
ら
は
、
こ
れ
か

ら
行
わ
れ
る
疫
学
調
査
の
説
明
と
協

力
要
謂
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
．
Ｈ
懇
談
会
の
中
で
は
、
新
闘
で

ダ
ニ
説
や
感
染
症
説
が
流
れ
る
と
、

近
所
の
人
が
近
寄
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
か
、
学
校
で
過
度
の
運
動

制
限
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
住
所
…
…
東
一
示
都
新
宿
区

四
谷
一
〒
こ
ニ
イ
ケ
ダ
ビ
ル
三
Ｆ
。

職業病交流集会に４百人

　　

―全交災などが一

行政の改善求め政府交渉

　

台
風
十
八
Ｉ
の
本
土
接
近
と
い
う

悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
ト
六

同
職
業
病
全
国
交
流
集
会
は
、
全
国

か
ら
四
白
十
五
人
が
参
加
し
て
九
月

ト
ー
日
か
ら
三
日
間
、
熱
海
市
の
ホ

テ
ル
ー
ニ
r
'
l_
ア
サ
ヒ
で
聞
か
れ
ま

し
心

　

一
日
目
の
全
体
会
は
、
辻
川
集
会

実
行
委
μ
応
（
企
交
災
事
務
局
艮
）

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
平
田
事
務
局

長
（
全
国
労
災
職
業
病
対
策
実
行
委

貝
会
）
は
基
調
報
告
で
、
八
〇
限
代

に
な
コ
こ
詞
深
刻
に
な
っ
て
い
る

重
大
災
害
の
多
発
、
じ
ん
肺
・
綿
肺

ガ
ン
お
よ
び
急
性
死
な
ど
の
あ
ら
だ

な
職
業
病
の
ひ
ろ
が
り
や
臨
調
行
革

路
線
の
中
で
の
労
働
者
・
国
民
の
健

康
破
壊
の
実
態
に
ふ
れ
、
職
業
病
闘

争
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

次
に
『
職
業
病
と
東
洋
医
学
』
と

題
し
て
医
学
博
士
・
木
ト
繁
太
朗
氏

が
、
被
爆
者
の
冶
療
で
効
果
の
あ
る

東
洋
医
学
の
例
を
ひ
き
な
が
ら
、
・
記

念
講
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
で
は
全
交
災
広
島
が
、

石
川
島
播
磨
重
丁
・
呉
で
の
「
労
災

か
く
し
」
を
は
ね
の
け
、
労
災
認
定

を
か
ち
と
っ
た
闘
い
を
は
じ
め
四
つ

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
な

　

二
日
目
は
、
テ
ー
マ
毎
に
十
三
の

分
散
会
と
四
つ
の
分
科
会
で
討
論
。

そ
の
中
で
臨
調
先
ど
り
の
労
働
行
政

か
進
め
て
い
る
、
は
り
・
灸
・
マ
″

サ
ー
ジ
の
治
療
制
限
＝
給
付
打
切
り

へ
の
闘
い
や
職
場
復
帰
訓
練
を
ど
う

進
め
る
か
な
ど
の
議
論
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
夜
も
、
は
り
*

^
■
^
■
^

■
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
闘
い
に
つ
い
て
特
別
交

流
会
。
三
日
目
は
分
散
会
・
分
科
会

・
交
流
会
の
ま
と
め
の
報
告
と
十
三

名
の
仲
間
か
ら
闘
い
の
報
告
と
訴

え
。
集
会
全
体
の
ま
と
め
を
全
交
災

辻
川
事
務
局
長
が
お
こ
な
い
ま
し

た
。
午
後
は
台
風
一
過
の
秋
晴
れ
。

採
択
さ
れ
た
決
議
等
に
も
と
づ
い
て

労
働
省
・
厚
生
省
・
人
事
院
・
保
険

審
査
会
・
地
公
災
基
金
本
部
な
ど
に

交
渉
を
し
ま
し
た
。
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音
声
時
計
な
ど
実
現
へ

医
療
改
善
訴
え
統
一
行
動

　

全
患
協
は
十
月
五
日
か
ら
八
日
ま

で
『
医
療
改
書
・
五
十
八
年
度
予
算

獲
得
統
一
行
動
』
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
中
央
交
渉
団
（
十
七
人
）
は
、

厚
生
省
や
大
蔵
省
・
行
政
管
理
庁
・

臨
調
事
務
局
な
ど
に
要
請
。
全
国
八

千
人
の
療
友
は
要
請
ハ
ガ
キ
を
関
係

省
庁
や
国
会
議
員
に
出
し
ま
し
た
。

　

全
入
所
者
の
平
均
年
齢
は
約
六
十

一
歳
。
六
十
五
歳
以
上
が
三
千
人
を

超
え
、
合
併
症
が
増
え
、
旅
舎
で
誰

も
知
ら
な
い
う
ち
に
死
亡
し
て
い
る

例
も
起
き
て
い
ま
す
。
医
師
充
員
・

医
薬
品
費
の
増
額
・
生
洒
介
助
職
員

の
増
員
・
盲
人
・
高
齢
者
施
策
の
充

実
娶
求
な
ど
、
ど
れ
も
切
り
縮
め
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
中
央
行
動
に
参
加
し
た
盲
人
代

表
は
、
点
字
原
稿
を
舌
の
先
で
触
読

　

（
舌
読
）
し
な
が
ら
ぜ
め
て
老
後

に
生
き
甲
斐
を
”
と
訴
え
ま
し
た
。

　

厚
生
省
は
「
マ
イ
ナ
ス
五
び
シ
ー

リ
ン
グ
の
も
と
で
、
五
十
八
年
度
ハ

ン
セ
ン
氏
病
予
算
概
算
要
求
の
対
前

年
度
伸
び
率
は
三
・
三
‐
。
充
分
で

は
な
い
が
努
力
を
認
め
て
欲
し
い
」

大
蔵
省
に
要
請
す
る
全
患
協

全患協

と
述
べ
、
新
規
予
算
と
し
て
①
盲
人

用
音
声
時
計
の
給
付
②
障
害
者
用
特

殊
便
器
の
設
置
を
前
向
き
で
検
討
す

る
Ｉ
な
ど
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
無
町
に
臨
調

路
線
を
持
ち
こ
ま
せ
な
い
こ
と
”
を

基
本
に
お
こ
な
っ
た
今
回
の
統
一
行

動
で
し
た
が
、
全
患
協
で
は
、
今
後

と
も
具
体
的
要
求
を
積
み
あ
げ
、
諸

友
好
団
体
と
連
帯
を
強
め
、
運
動
を

す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

国障年行動計画一
□
具体化推進めざ

推進協が研究会議

　

十
月
二
十
七
、
二
十
八
両
日
の
「
長

期
行
動
計
画
推
進
全
国
代
表
者
会

議
」
（
国
民
会
議
）
に
む
け
て
、
国

際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議
会
が
計

画
し
た
国
民
会
議
準
備
委
員
会
・
調

脊
研
究
委
員
会
合
同
研
究
会
議
が
九

月
二
十
七
、
二
十
九
、
三
十
の
三
日

間
、
東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
ひ

ら
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
議
は
［
国
の
予
算
の

現
状
と
将
来
の
し
く
み
を
考
え
る
］

を
課
題
と
し
て
も
た
れ
た
も
の
で
、

第
一
日
（
二
十
七
日
）
は
「
年
金
等

を
中
心
に
し
て
」
で
、
厚
生
省
大
臣

官
房
会
計
課
の
高
木
俊
明
課
長
補
佐

か
ら
、
年
金
制
度
の
し
く
み
に
つ
い

て
、
特
に
障
害
年
金
に
限
ら
ず
全
般

的
な
説
明
を
う
け
た
あ
と
、
参
加
者

の
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
（
二
十
九
日
）
は
［
医

療
と
医
療
制
度
を
中
心
と
し
て
］
と

題
し
て
日
本
公
衆
衛
生
学
会
須
川
理

事
長
が
説
明
。
厚
生
省
に
設
置
さ
れ

た
「
医
療
費
適
正
化
推
進
本
部
」
の

検
討
内
容
の
紹
介
も
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
「
措
置
費
等
を
中
心
と

し
て
」
と
題
し
、
日
本
社
会
事
業
大

学
の
板
山
教
授
（
前
厚
生
省
更
生
課

長
）
が
拷
置
費
等
の
現
状
と
問
題
点
、

推
進
協
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

全
患
連
か
ら
は
、
全
腎
協
、
全
患

協
、
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
、
日

患
等
の
代
表
が
参
加
し
、
熱
心
に
学

習
し
ま
し
た
。

患
者
本
位
の
医
療
を

医
団
連
医
療
費
問
題
で
シ
ン
ポ

　

「
医
療
費
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
十
月
三
日
午
後
一
時
よ
り
東
京

・
渋
谷
区
の
生
協
会
館
で
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
保
険
医
団
体

連
合
今
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
医
療
部
会
、
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
、
日
本
医
療
労
働
組
合
協

議
会
、
日
本
患
者
同
盟
な
ど
六
団
体

で
構
成
す
る
医
療
団
体
連
絡
会
議

（
略
称
医
団
連
）
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
代
表
が
あ
い
さ

つ
し
、
「
医
療
費
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
ひ
ら
く
に
い
た
っ
た
経
過
と

厚
生
省
で
「
国
民
医
療
費
適
正
化
総

合
対
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
保

険
事
業
に
本
腰
を
入
れ
、
三
十
年
以

来
の
受
け
皿
を
つ
く
り
、
医
療
費
抑

制
と
合
理
化
、
さ
ら
に
医
療
法
の
改

悪
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
報

告
を
確
認
し
た
あ
と
、
各
団
体
代
表

の
問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
患
同
盟
を
代
表
し
て
佐
々
木
事

務
局
長
が
、
［
患
者
の
立
場
か
ら
み

た
医
療
費
問
題
］
に
つ
い
て
報
告
を

お
こ
な
い
、
こ
の
な
か
で
①
「
受
益

者
負
担
」
の
思
想
や
受
診
抑
制
は
、

国
民
の
健
康
権
へ
の
侵
害
で
あ
る
こ

と
②
こ
れ
ま
で
の
低
医
療
費
政
策
を

不
問
に
し
て
、
明
日
の
対
策
は
な
い

⑤
国
立
医
療
機
関
の
民
間
、
民
営
の

移
管
は
恣
料
差
額
等
患
者
負
担
の
増

大
が
必
至
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
医

療
費
は
保
健
・
予
防
・
治
療
・
リ
ハ

ビ
リ
を
総
合
的
に
と
ら
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
、
職
場
の

健
康
管
理
と
民
主
的
な
職
場
づ
く
り

の
重
要
さ
な
ど
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
団
体
の
熱
心
な
討
論

が
交
わ
さ
れ
、
国
民
の
医
療
を
守
り

ぬ
く
た
め
に
も
経
済
政
策
の
転
換
が

重
要
な
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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政
府
、
「
医
療
費
抑
制
」
へ
本
腰

　
　
　

国
民
医
療
費
適
正
化
推
進
本
部
が
発
足

　

厚
生
省
は
、
臨
調
・
基
本
答
申

や
行
革
大
綱
の
「
医
療
費
総
額
抑

制
」
の
方
針
を
受
け
て
、
十
月
一

日
か
ら
「
国
民
医
療
費
適
正
化
総

合
対
策
推
進
本
部
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

　

発
足
し
た
推
進
本
部
は
、
山
下

事
務
次
官
を
本
部
長
と
し
、
「
国

民
医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
需
要

供
給
両
面
に
わ
た
る
総
合
対
策
」

を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
は
九
月
十
四
日
、
昭
和

五
十
六
年
国
民
健
康
調
査
の
概
況

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

昨
年
十
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け

て
、
全
国
一
万
七
千
世
帯
、
五
万

五
千
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

そ
の
結
果
、
人
口
千
人
当
た
り

の
傷
病
数
（
有
病
率
）
は
、
一
三

〇
・
五
で
、
前
年
（
一
）
〇
一
四
）

を
大
幅
に
上
回
り
、
こ
れ
ま
で
最

　

同
本
部
は
、
「
当
面
強
力
に
推

進
す
る
対
策
」
と
し
て
、
コ
ス
ト

意
識
・
公
金
意
識
の
徹
底
な
ど
の

国
民
運
動
の
展
開
、
レ
セ
プ
ト
審

査
、
指
導
監
査
の
充
実
、
薬
価
基

準
の
適
正
化
、
不
正
謂
求
の
徹
底

的
排
除
、
領
収
盲
、
明
細
書
の
発

行
の
励
行
、
促
進
な
ど
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
検
討
を
急
ぎ
速
や
か

に
実
施
に
移
す
対
策
」
と
し
て
、

高
だ
っ
た
四
十
七
年
（
一
三
〇
・

二
）
を
も
Ｌ
回
っ
て
、
二
十
八
年

に
調
査
を
は
じ
め
て
以
来
、
最
悪

の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

国
民
七
一
七
人
に
一
人
が
病
気
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

性
別
で
は
男
が
一
二
二
、
女
が

一
三
八
・
五
で
、
年
齢
別
で
は
、

十
五
歳
～
二
十
四
歳
が
三
八
・
三

で
、
高
年
齢
に
な
る
に
従
っ
て
有

病
畢
も
高
く
な
り
、
七
十
歳
以
上
。

医
療
従
事
者
配
置
基
準
の
Ｑ
直

し
、
医
療
従
事
昔
養
成
の
え
直
し
、

地
域
医
療
機
能
の
ネ
″
ト
ワ
ー
ク

化
、
診
療
報
酬
体
系
を
含
む
診
療

報
酬
の
見
直
し
、
保
険
外
負
担
を

含
む
患
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

で
は
四
九
二
・
九
と
二
人
に
Ｉ
人

ぱ
病
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
傷
病
別
で
は
、
循
環
器

系
疾
患
四
三
・
三
、
呼
吸
器
系
疾

患
二
〇
・
三
、
消
化
器
系
疾
患
一

八
・
三
の
順
で
、
循
環
器
系
疾
患

が
増
え
て
い
ま
す
。

史
上
最
悪
7
　
7
人
に
１
人
が
病
気

昭
和
5
6
年
国
民
健
康
調
査
概
要
を
発
表

１８

％
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
の
採
用
へ

中
医
協
・
薬
価
基
準
算
定
方
式
で
答
申

　

厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中

医
協
）
は
、
九
月
十
八
日
に
開
い

た
総
会
で
、
医
療
保
険
の
薬
価
基

準
の
算
定
方
式
を
、
現
行
の
九
〇

％
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
か
ら
「
取
引
件

数
の
多
い
品
目
に
つ
い
て
は
、
高

　

医
道
審
議
会
は
、
九
月
二
十
七

日
、
審
議
部
会
を
開
き
、
医
師
、

歯
科
医
師
の
行
政
処
分
に
つ
い
て

協
議
し
、
厚
生
大
臣
に
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
の
審
議
部
会
に
は
三
十
四
人

の
処
分
が
諮
問
さ
れ
ま
し
た
が
、

価
格
の
数
璽
部
分
一
〇
％
を
力
″

ト
オ
フ
の
う
え
現
行
方
式
に
よ
り

算
定
」
す
る
、
実
質
的
な
八
一
％

バ
ル
ク
ラ
イ
ン
に
変
更
す
る
な
ど

を
答
申
し
ま
し
た
。

　

バ
ル
ク
ラ
イ
ン
と
は
、
医
療
保

険
か
ら
医
療
機
関
に
支
払
う
薬
の

値
段
を
決
め
る
基
準
で
、
バ
ラ
バ

ラ
の
値
段
で
製
薬
会
社
か
ら
医
療

機
関
に
売
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
に

つ
い
て
安
い
方
か
ら
順
に
並
べ
て

こ
の
う
ち
賭
博
行
為
で
刑
事
処
分

さ
れ
た
医
師
ら
四
人
に
つ
い
て
は

戒
告
と
し
、
残
り
の
＝
不
人
の
う

ち
二
人
に
医
師
免
許
取
消
、
二
十

八
人
は
Ｉ
ヵ
月
か
ら
二
年
の
医
業

停
止
の
処
分
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
医
師
免
許
の
取
り
消

し
の
行
政
処
分
を
受
け
た
の
は
、

病
室
で
入
院
中
の
患
者
を
口
本
刀

で
脅
迫
し
た
高
知
市
の
医
師
、
入

院
患
者
を
放
り
出
し
た
ま
ま
三
週

い
っ
て
、
。
定
の
販
売
量
に
な
っ

た
と
こ
ろ
を
薬
価
と
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
算
定
方
式
の
変
更
に
よ

り
、
薬
価
を
実
勢
価
格
に
従
来
方

式
よ
り
近
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ま
だ
矛
盾
の
解
決
に
は
多

く
の
問
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
で
は
、
薬
価
基
準

の
改
定
を
毎
年
一
回
行
う
、
薬
価

基
串
全
体
の
見
直
し
を
三
年
に
一

回
行
う
こ
と
も
答
申
し
ま
し
た
。

間
も
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
福

岡
県
飯
塚
市
の
医
師
で
す
。

　

ま
た
、
医
業
停
止
二
年
と
こ
れ

ま
で
に
な
い
重
い
処
分
を
受
け
た

医
師
は
、
人
工
透
析
専
門
の
病
院

三
ヵ
所
を
経
営
し
、
一
億
一
千
万

円
余
の
診
寮
報
酬
を
不
正
請
求
し

た
も
の
で
す
。
不
正
請
求
は
従
来

は
、
医
道
審
の
処
分
対
象
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て

の
処
分
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

２
人
の
医
師
の
免
許
取
り
消
し

　
　
　

医
道
審
議
会
が
3
0
人
に
行
政
処
分
答
申
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山
裾
か
ら
吹
上
げ
る
風
の
冷
た
さ

に
思
わ
ず
身
震
い
す
る
。

　

標
高
八
四
二
メ
ー
ト
ル
。
麓
の
バ

ス
停
留
所
か
ら
二
時
間
三
十
分
、
急

な
登
り
に
喘
ぎ
つ
つ
、
一
歩
一
歩
登

り
つ
め
。
つ
い
に
頂
に
立
つ
。

　

激
し
く
打
つ
心
臓
の
鼓
動
、
脈
々

と
流
れ
る
血
潮
に
生
へ
の
実
感
を
感

じ
と
る
。
今
、
こ
う
し
て
山
の
頂
に

立
ち
、
枯
葉
を
踏
み
。
湿
っ
た
土
の

臭
を
喚
ぐ
。
心
地
よ
い
疲
労
感
と
充

実
感
が
体
全
体
を
包
む
。
我
な
が
ら

よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
と
思
う
。

　

思
え
ば
六
年
前
、
そ
れ
迄
の
文
字

通
り
東
奔
西
走
の
仕
事
の
無
理
が
た

た
り
、
春
先
よ
り
体
調
を
く
ず
す
。

　

六
月
に
入
る
と
食
欲
は
無
く
な
り

頻
繁
に
吐
気
を
催
し
、
つ
い
に
は
肺

に
水
が
溜
ま
り
、
呼
吸
困
難
で
仰
臥

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　

入
院
。
七
月
六
日
朝
、
つ
い
に
腹

膜
か
ん
流
導
入
を
宜
せ
ら
れ
る
。
直

ち
に
下
腹
部
に
穴
を
あ
け
ら
れ
、
力

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
さ
れ
、
腹
腔
内
に

ニ
リ
ッ
ト
ル
の
透
析
液
が
入
れ
ら
れ

た
。

　

こ
の
治
療
法
は
｝
回
が
八
時
間
に

も
及
び
、
頭
痛
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状

を
示
す
不
均
衡
症
候
群
に
苦
し
め
ら

れ
、
死
ぬ
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
一
回
目
の
透
析
を
何
と
か
乗
切
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

消
灯
し
た
部
屋
、
白
い
カ
ー
テ
ン

で
囲
ま
れ
た
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
今
度

ダ
メ
ー
ジ
。

　

七
月
二
十
三
日
、
血
液
透
析
準
備

の
た
め
に
シ
ャ
ン
ト
造
股
。
八
月
二

日
、
血
液
透
析
開
始
。
こ
の
頃
に
な

る
と
体
調
も
か
な
り
戻
る
。
八
月
未

つ
い
に
退
院
。
こ
こ
迄
こ
れ
た
の
も

炎
暑
の
中
、
幼
い
子
の
手
を
引
き
励

ま
し
て
く
れ
た
妻
、
そ
し
て
私
自
身

の
家
庭
へ
の
思
い
で
あ
っ
た
。

　

退
院
し
た
翌
日
、
会
社
へ
顔
を
出

す
。
そ
の
頃
、
通
院
し
て
い
た
病
院

皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」

森

　
　

義

　

昭

（
全
国
腎
臓
病
患
者
連
綿
協
眼
会
会
員
）

は
精
神
的
闘
い
が
始
ま
る
。

　

自
分
は
あ
と
何
年
生
き
な
が
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え

生
き
な
が
ら
え
た
と
し
て
、
い
ま
だ

幼
な
い
子
の
父
と
し
て
、
愛
す
る
妻

へ
は
夫
と
し
て
、
そ
の
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
仕

事
は
ど
う
し
よ
う
か
。
思
わ
ず
流
す

涙
が
枕
を
濡
ら
す
。

　

こ
れ
迄
、
前
進
し
か
無
か
っ
た
自

分
の
人
生
で
初
の
、
そ
し
て
決
定
的

で
は
、
夜
間
透
析
を
実
施
し
て
お
ら

ず
、
週
二
回
、
仕
事
を
休
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
以
前
勤
め
て
い

た
会
社
の
同
僚
だ
ち
と
起
し
た
さ
さ

や
か
な
会
社
で
、
そ
れ
だ
け
に
よ
り

以
上
の
心
の
負
担
を
感
じ
た
。
自
分

と
し
て
は
、
努
力
し
た
つ
も
り
で
あ

っ
た
。
昼
間
透
析
を
終
っ
て
か
ら
、

き
つ
い
体
に
鞭
打
ち
、
駅
か
ら
社
へ

の
坂
道
を
何
日
通
っ
た
こ
と
か
。

　

そ
れ
か
ら
一
年
、
「
仕
事
に
つ
い

て
行
け
な
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う

理
由
で
「
首
」
に
な
る
。

　

仕
事
仲
間
と
思
っ
て
い
た
自
分
に

は
、
ま
さ
か
の
出
来
ご
と
で
あ
っ
た
。

人
の
冷
た
さ
、
現
実
の
厳
し
さ
を
改

め
て
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
私
の
仕
事
は
図

面
を
轡
く
こ
と
な
の
で
家
で
も
充
分

や
れ
た
。
仕
事
が
無
い
時
に
は
、
体

を
鍛
え
る
こ
と
に
専
念
し
た
。

　

体
力
の
回
復
は
目
党
ま
し
く
、
一

日
、
百
Ｊ
μ
の
道
の
り
を
、
自
転
車

で
走
破
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

透
析
導
入
三
年
後
に
長
男
出
生
。

透
析
導
入
当
時
は
、
十
年
を
一
つ
の

目
標
と
し
た
が
、
体
調
が
整
っ
た
今

で
は
、
子
供
の
成
人
迄
は
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
改
め
て
今
、
感
じ
る
こ

と
は
、
こ
れ
迄
自
分
を
生
き
返
ら
せ

た
透
析
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
厚
］

師
に
、
ナ
ー
ス
に
、
ス
タ
。
フ
に
感

謝
す
る
「
あ
り
が
と
う
」
。
妻
に
、

子
に
「
あ
り
が
と
う
」
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
体
制

を
、
死
を
賭
け
た
患
者
運
動
を
通
じ

て
整
え
て
く
れ
た
諸
先
皿
に
「
あ
り

が
と
う
」
。
莫
大
な
透
析
医
療
費
を

支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
「
あ
り

が
と
う
」
。

　

微
力
な
が
ら
私
自
身
も
社
会
へ
の

恩
返
し
の
出
来
る
よ
う
、
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。
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Ｉ

　
　
　
　

も
炎
症
が
起
こ
つ
７
お
り
、
肝
…
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病

　

臓
が
腫
れ
て
黄
胆
が
出
た
り
、

　
　
　
　
　

無
菌
性
髄
膜
炎
を
合
併
す
る
こ

崎
－Ｊ

　

川
崎
病
の
ｍ
弐
名
称
は
「
急

性
熟
性
皮
膚
粘
膜
リ
ン
パ
節
症

候
群
」
と
い
い
、
略
称
は
Ｍ
Ｃ
Ｌ

Ｓ
で
す
。
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科
部
長
川
崎
富
作
博
士
が

一
九
六
二
年
に
発
見
し
、
六
七

年
に
学
会
発
表
し
た
こ
と
か

ら
、
川
崎
病
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

患
者
は
一
歳
前
後
を
ピ
ー
ク

と
し
た
四
歳
未
満
の
乳
幼
児
が

多
い
（
8
0
％
）
、
女
児
よ
り
男

児
が
多
い
（
Ｍ
倍
）
、
重
症
例

も
男
児
に
多
い
（
４
倍
）
、
日

不
入
に
多
い
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
患
者
は
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
昨
年
ま
で
の
二

十
年
間
に
三
万
人
、
昨
年
か
ら

ト

　

。
。
．
ｌ
ｉ
．
『
。
。
ｉ
Ｆ
ｊ
…

作
今
年
に
か
け
て
は
二
度
目
の
大

―
｛
発
生
と
な
り
す
で
に
一
万
人
。

I

■
P
i
＼
'
i
i
.
＼
.
i
j
m
^
ノ
'
^
i
l
n
l
t
i
/
-
i

r
i
W
B
n
i

と
も
あ
り
ま
す
。
発
熱
や
発
赤

が
治
ま
っ
た
後
、
手
足
の
指
の

先
か
ら
皮
が
む
け
て
き
て
、
大

体
一
ヵ
月
位
で
池
り
ま
す
。

　

死
亡
率
は
Ｉ
％
強
程
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
冠
動
脈
に

動
脈
瘤
や
狭
窄
を
お
こ
し
た
り

弁
膜
症
を
起
こ
す
な
ど
の
心
臓

障
害
を
残
す
場
合
が
あ
り
、
恐

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
遺
症
は

心
臓
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
す

べ
て
の
臓
器
に
も
及
ぶ
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
因
に
つ
い
て
は
、
細
菌
説
、

リ
ケ
。
チ
ア
説
、
ダ
ニ
説
な
ど

い
ろ
い
ろ
取
防
沙
汰
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
不
明
で
す
。
池

原
法
も
現
在
は
ア
ス
ピ
リ
ン
療

法
が
主
流
で
す
が
、
動
脈
瘤
の

発
生
を
防
ぐ
決
め
手
と
な
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
障
各

の
発
見
に
は
超
音
波
断
層
図

　

（
心
エ
コ
ー
検
査
）
が
有
効
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
病
は
、
小
児
慢
性
特
定

疾
思
対
等
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
治
療
費
の
公
費
助
成
を
う

動
脈
を
始
め
、
全
身
の
血
管
に
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
う
）

I･･l･･1･･I･･1･ 11･1･･|･･1･11･ II･･1･･I･･1･･| |･･1･･1･･l･･1･･|･･1･･1･･|･･1･中･l･φ･l･･l･･l･ 1･中中･自･φ･|･φ･1･･1･･1･･l･･ 1･φ･|･･|･･1･ ･･l･･1･･|･･t･･1･･|･ 1･･1･･|･･l･･1･ llφ･1･･1･･1･
|･･1･･|･･|･･|･･1･･|･･1･･|･･|･･1･･|･･1･･1‥1･･1･･|･･l

|･･I･･1･･|･･I･･1･

i
.

ｍ
ｆ
ｅ
)
Ｋ
'
≪
J
＆

W
I
＼
t
>
-
g
S
i
i
i
U

＾
A
'
f
U
A
J
-
Ｑ
Ｆ
Ｗ
Ｗ
ｉ
ｉ
ｗ

K
.
>
＼

i
;

I

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ

べ
・
・
一
・
一
一
・
・
一
・
一
一
・
・
一
・
・
一
・
一
一
・
・
一
・
一
一
・
一
一
・
・
一
・
一
一
・
・
一
・
・
一
・
一
一
・
・
一
・
・

’
・
・
一
・
’
一
・
‘
一
・
・
一
・
‘
一
・
・
一
・
・
’
・
・
一
・
’
一
・
‘
・
・
・
一
・
’
一
・
・
一
・
’
一
・
一
一
・
・
－
”
一
‘
’
一
ヽ
一
’
一
一
・
・
一
・
一
一
・
‘
一
’
『
一
・
‘
ｆ



月１日・８
１

９８２年１
１療医とやかんじ第８３号（第三種郵便物認可）

　
　

ぶ
さ
な
職
場
で
も
労
働
組
合
を

作
り
た
い
］
人
で
も
障
Ｊ
‥
者
も

入
れ
る
労
働
組
合
が
ほ
し
い

　

私
が
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
実
は
、
小
零
細
企
業
で
な
け
れ

ば
就
職
か
む
っ
か
し
い
と
い
う
心
臓

病
で
あ
る
私
の
体
験
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

と
い
う
の
も
、
や
は
り
現
在
働
い

て
い
る
印
刷
会
社
で
も
、
労
働
基
準

法
さ
え
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で

働
く
労
働
酋
は
全
く
無
権
利
状
態

で
、
や
っ
と
就
職
で
き
た
け
れ
ど
も

労
組
作
っ
て
が
ん
ば
る

忠
心
混
の
羞
参
会
村
瀬

　

豊
子

こ
れ
で
は
私
自
身
、
と
て
も
長
く
は

働
き
続
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
思

え
た
か
ら
で
す
。

　

と
か
く
心
臓
病
の
私
た
ち
は
、
人

並
み
で
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
労
働
組
ｃ
だ

の
、
権
利
だ
の
と
い
う
の
は
健
康
な

人
た
ち
の
や
る
も
の
で
あ
っ
て
縁
が

な
い
も
の
と
し
て
も
え
が
ち
で
す

が
、
私
は
自
分
の
職
場
を
明
る
て
働

き
や
す
こ
す
る
た
め
に
、
労
働
糾
蒔

が
足
非
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
芯

　

社
艮
を
入
れ
て
４
　
人
ほ
ど
の
会
社

で
す
が
、
現
場
の
男
性
と
二
人
で
全

印
総
辿
に
加
人
し
旗
上
げ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
地
域
、
産
業
に
働

く
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
一

人
で
も
誰
で
も
入
れ
る
地
域
労
組
を

作
り
ま
し
た
。

　

心
臓
病
の
私
か
中
心
に
な
っ
て
い

る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
本
当
に
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
次
の
よ
う
な

的
進
が
あ
り
ま
し
た
。

い
実
方
働
時
川
・
。
‐
1
5
分
の
短
縮

○
会
社
の
雙
休
み
二
日
間
の
川
加

○
通
院
の
時
間
内
傑
呻

Ｏ
健
保
掛
金
の
本
人
負
担
減
額

○
メ
ー
デ
ー
参
加
の
有
給
保
啼

　

こ
れ
は
私
か
心
臓
病
者
と
し
て
最

も
嬉
し
い
成
果
を
書
き
出
し
て
み
た

だ
け
で
す
が
、
そ
の
他
に
組
合
結
成

駒
年
未
一
時
金
が
九
万
円
ア
″
ツ
す

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
職
場
で
は
相
棒
の
男
性
が
や

め
た
の
で
、
組
<
i
:
c
D
:
は
私
一
人
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
成
吸
を
守
る
た
め

に
踏
ん
張
り
ま
す
し
、
地
域
の
仲
間

と
も
、
よ
り
よ
い
職
場
を
作
る
た
め

に
。
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

り
、
こ
の
国
の
総
理
は
、
秋
風
と
と

も
に
り
Ｉ
ダ
ー
の
座
を
投
げ
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
▼
誰
が
な
っ
て
も
回

し
と
い
う
政
治
は
、
も
う
イ
ヤ
▼
今

こ
そ
私
た
ち
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
瓜

の
中
で
、
力
を
た
く
わ
え
。
Ｉ
命
の

尊
然
を
守
る
運
動
を
強
め
よ
う
。

山崎寿美子著

　

上製B6

　

240頁

　

定価

　

t,400円

　

送料

　　

300円
0095･998108-7427

置'4･S･4迷七 ⑤g;1;ii疆

一手のない子らとともに一一一

図
書
館
協
会
指
定

で育てたのかこの記録です子育ての中の悩みや苦し

みを追及して、薬害の恐ろしさに対する怒りに昇華さ

せ､障害児者運動へと結合させたすばらしいこの本は、

きっと子ともの人権とは何かを、私たちに教えてくれ

るでしょう、

●すいせんのことば

　

日本では人間の奇形は不幸の目じるしで、子どもの

人権問題は不毛でした今年は国際障害者年です．是

非社会から偏見をとり除きたいと思います山崎夫妻

は、私の尊敬する知人です偶々出逢った手のない守

ちゃんという赤ちゃんを養子にして、｣惜しみない愛情

　　　　　　　　　　　　　　　

障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会会長矢島せい子

発行･ひまわり出版株式会社TiO4東京ｏ央器1イj門跡昌

　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒105港区新橋5 ■14―12

　　　　　　　　　　　

大幸ビル２階

　　　

雷０５邱2）ろ５１４

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒沼豊島区西池袋１－４－５

　　　

a 0 5 m/)ア５６１

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞

〒161新宿区下落介５づ5－29

　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

≪0 5 f9b?) 5ろ４０

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒101千代剛区神川北乗物町17

　　　　　　　　　　　　　

」と喚ビル

　　　

a 0 5 a56 > 8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞

〒189東村山雨･胃哨町４-う

　

10

　　　

aO 4 2 5 (94) 1 5 7 1

＜全国職業性有客物障害患者協議会＞
〒105港区西新橋2 -21　5

　　　

営Ｏろ一叫5> 2 0 8 2

＜日本患者同盟＞

〒204清瀬市松山２り5―12

　　　

aO424 (91) 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞
〒15T渋谷区千駄ヶ谷1－51－5

　　　　　　　　　　　

代々木病院内
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